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憐れみの人（Ⅱサムエル9:1-13）

状況がどうであれ、どのような問題があったとしても、私たちが絶対忘れてはいけないものがあります。神様の願いは、人を生かすことです。私たち自身もこれがどれほど大事なのか、いつも自分の心の中に刻まなければなりません。ですから、神様の願いは、世界福音化することです。47都道府県に霊的な弟子を立て、霊的なネットワークを立てて行くことです。そのことのために国内の宣教師たちを送って開拓教会を建てることが重要です。皆さんが、そのために教会があることを知ってください。そのことのために皆さんの現場で人を生かす証拠をくださるでしょう。これが神様の願いです。少し足りない人も、少し反れている人もいます。それはたいして重要ではありません。神様の願いを正しく知ることが重要です。このことを神様は、教会の信徒を通してなさいます。皆さんにその証拠を渡します。神様は答えられ、神様は働かれるでしょう。このようなことが必ず起きるようになります。

問題はこうなったときに、神様の答えを持続することが重要です。一度だけ神様のみわざを見るのではなく、生涯、神様の願いの中で歩むことが重要です。持続していく契約の民たちにとても重要な御心があります。特に、神様の証拠を見て神様の答えと働きを見た人には必ず必要なものです。それが憐れみの心を忘れないということです。答えられて勝利したときに自分自ら錯覚するときがあります。ダビデは、行く所々、勝利する体験をしました。間違えれば十分に高慢になりえます。

今日読んだ本文の内容は何でしょうか。神様の大きな勝利を体験したダビデは憐れみの心を忘れていませんでした。サウルはダビデを殺そうとしていた敵です。サウロの家系は完全につぶれてしまいました。しかし、勝利した中でダビデは、サウルの家に残った者がいないかを見ました。もちろんヨナタンとの約束もあったでしょう。残った人がヨナタンの息子でした。それはダビデと親しかったヨナタンの息子だったから面倒をみるという意味ではありません。息子が残ったのか、だれが生きて残っているのか分からないまま見つけなさいと言われました。敵であり、自分をあんなに苦しめていたサウロの家系に生き残っている者がだれなのかと探したのです。そのときサウロの孫ひとりが残っていました。それもとても足が不自由な方でした。ダビデは一生、ダビデと同じ食卓を囲んで食べるようにしました。神様の願いを持っている者は、憐れむ心を忘れてはいけません。伝道者は憐れむ人でなければなりません。だから、まず自分に臨んだ神様の憐みをいつも考えなければなりません。救いというのは、神様の恵みで憐れみです。私がまだ罪人であったとき。それはどういうことですか。私が罪と罪過の中で死んでいたそのときです。神様と完全に分離されているそのときです。そのときはサタンの奴隷になって、サタンを父だと呼ぶしかないそのときです。ですから、うまくやる、やらない関係なく、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれました。いくらまじめに生きても、いくら勉強ができても、それと関係なく、生まれながら神の御怒りを受ける子でした。どのように生きてどのようにするかによって変えられるようなものではありません。ですから、ローマ1：23ではこう言います。創造主の神様を、偶像崇拝のもののように拝んでいたそのときです。創造主を被造物のかたちとして作って拝むようなことをやっているときです。そのとき神様は私たちに憐れみを与えられました。これを本当に正しく知って、この部分に感謝があるならば、私が神だよと生きているべきです。なにが神様か、お金が神様だよと信じていたそのときです。神を信じるなどありえない。成功が神だよ。そのように信じていたそのときです。考えること、やっていること100%すべてが神様からの怒りが現わされるほどのことをやっていたときです。どのように生きても地獄に行くしかないそのときです。ローマ5：8です。私たちがまだ罪人であったとき、キリストがこんな私のために死なれたこと、これが神様の憐れみです。ただ大変な人を助けるという話ではありません。イザヤ53：6でこう言います。こういった私たちのすべての罪をキリストに渡しました。ヘブル10：14。このキリストがすべての罪を背負って、一度死なれてこのすべての問題を永遠に解決してくださいました。キリストが代わりに死んでくださったのです。代りに罰を受けました。イエス様が十字架にかけられながら、私も一緒に十字架にかけました。神様が私たちが罪人であったとき、こういうことを行いました。私たちが少しでも神様に対する良い心を持っていたというときではありません。私たちに少しでも相談してこうしましょうということではありません。私たちが地獄の火の中で遊んでいたとき、神様が一方的にこういったことをしてくださいました。そうして神様の愛を私たちに示してくださったのです。神様がこの世を愛してくださいました。重要なことは、このように愛してくださったということです。
どうしてですか。滅びに至らず永遠のいのちを与えるためです。神様の愛と言います。Ⅰヨハネ4：9。キリストが私たちの代わりに死んでくださって、神の愛を示してくださいました。私たちが先に神様を愛したのではありません。神様が先に愛を示してくださいました。そのことばをよく考えてみてください。順序は？どこが先なのか？という意味ではありません。私たちは神様を愛することなどできません。だれが先に愛したとかどちらかが先に始めたのかとい意味ではありません。私たちは神様に敵対して地獄に行くしかできない存在でした。神様が私をまず先に愛してくださいました。また、この愛は真似することも見つけることもできない愛です。これをいったいどう説明できますか。エペソ1：4でこう言います。神様が創造の前にこうするために愛の中で定めてくださいました。愛と言います。ローマ5：5でこう言います。聖霊が私の中に宿ることによって、このすべてのことを成された結果、聖霊が私たちの中に宿られるようになりました。それは神の愛が注がれたことです。そのように私たちを愛してくださいました。私たちがこのように神様の憐みを受けました。この憐みの心をもって世の中を見ることです。

どのように見るべきでしょうか。世の中の真実を見るべきです。真実は何ですか。長くは言いません。私しかいない。霊的なことは真っ暗。肉体がうまくいけばうまくいくのだと錯覚しています。結局、崩れるものを求めていきます。これを通して神様を否定するところに連れて行きます。それで足りないからまたシステムまで作ります。偶像を作って宗教を拝み占いをしたりします。どうしてですか。神様を離れてしまったからです。これが悪いという意味ではありません。このようにするしかありません。運命と言います。その結果、6つの運命の中に捕らわれて、そこから逃れることができません。根本的にサタンの手に縛られています。霊的な問題、精神の問題、肉の問題が付いてきます。目に見える問題、目に見えない問題に現れます。そして、生活のバランスが崩れます。一生懸命やったり、お金をたくさん稼いでも関係ありません。ですから、必ずすべての重荷を背負うようになります。もしそうではないと思って自分自らうまく越えていくかもしれません。そうじゃないという証拠として必ず死ぬようになります。死んだ以降は、さばきを受けます。永遠の刑罰の世界に入ることは免れることはできません。子孫代々にこののろいは受け継がれます。若いレムナントたちは、結婚を本当に真剣に考えないとダメです。顔を見たり、学歴を見たり、そういうことではありません。霊的な世界の真実が分かるならば、こういったものが家系代々に受け継がれることが分かるならば真剣にならなければなりません。

世の真実を見て、世を見る信徒の心はどうなるべきですか。世の人たちとは違う目が開かれなければなりません。いままで見た目とは違う目で見なければなりません。一時的にうらやましがることは間違いです。世の中を恐れることも間違いです。私たちはどういった心を持つべきですか。同じ出身の意識を持たなければです。私たちは同じ学校の出身です。いま私たちは神様の憐みをもってこの状態ですが、本来は同じ学校の出身です。私もあの世の中にいました。私もここに縛られて生きていました。その目で見なければなりません。同じことをやらないからといって、自分は違うと思いますか。聖書は明らかに言っています。現場で姦淫した女と石を投げた人、同じく皆姦淫したものです。これを分かりません。それを知らせるために見せてくださったのです。世の中のこの姿を見ながら、私がそうだったのに。同じ同窓の意識を持つことです。そうすると他の心ではなくて憐れむ心を持つようになります。こんな私を神様が憐れんでくださいました。彼らも神様が憐れんでください。憐れむ心を持つと批判ではなくて残念な思いを持つようになります。残念というかもどかしい思いがあります。ですから、この重荷を自分の胸に抱くようになります。それを祈りと言います。これが世の中に向かう憐れむ心です。イエス様は十字架でこう言いました。父よ、彼らは自分たちがやっていることをよく分かっていません。憐れむ心を持っている人は、同じく祈ります。ステパノはこう祈りました。彼らは自分のやっていることが分かりません。彼らの罪を彼らに回さないでください。胸に抱いてその祈りをすることが憐れむことです。世の中と戦うのではありません。競争してもいけません。Ⅰコリント9：20-22、パウロはこう言います。ユダヤ人たちにはユダヤ人のように。異邦人には異邦人のように。法のないものにはないもののように。法のあるものにはあるもののように。それはどういう意味ですか。本当に憐れむ心をもってすべてを乗り越えていくことです。ですから、ユダヤ人なのか異邦人なのかは、パウロにとって何も引っかかることはありません。1部のときにも言いました。どうでもいいです。憐れむ心を持っている者はこうなります。それでこう祈ります。神様、私を証人として立たせ、答えをあげられるるものにしてください。私もそこにいました。私がこのようにしてここから逃れました。ここの証人です。神様の憐みに対して答えをあげることができます。それが憐れむ心です。無条件、優しくして、ご飯をごちそうして、そういうことではありません。世の中を批判しないでください。憐れんでください。そうしたときこの祈りができます。

この憐れむ心を持っている人は、教会を見たときに憐れむ心を見るようになります。今ダビデはそのように知っています。Ⅰコリント15：10、ダビデはこう言いました。驚くべき神の働きを見て祝福の場に立ちました。ダビデが行く所々で勝利したことと一緒です。私が今の私になっていることは神様の恵みによってです。それが分からないと、勝利した後に持続ができません。教会の中では様々な形で弱い人がいます。また、ここにいて恵みでそこから逃れた新しい信徒もいます。世的にはすごいかもしれませんが、霊的にはまだ幼い子どもです。この新しい信徒を見たとき、どういった目で見るべきでしょうか。また、時刻表があるのですが、まだ未熟な者がいます。まだ育っていないし悟っていない人がいます。また、いろいろな理由によって目に見えて失敗した者もいます。また、様々な形で苦難を受けている人もいます。この背景には、世の中にあった刻印、根、体質が残っているからです。聖書は一度もこういった人たちを見て無視しなさい、放っておきなさいと言ったことはありません。人情で縛られたりという意味ではありません。しかし、私たちもすべて経てきた過程です。世の中でもそう言いますでしょう。カエルはおたまじゃくしを分からない。だから、勝利をしたら人は憐れむ心を持たないといけないのに、目に見えるものがなくなってしまいます。自分がよくやったから、自分がすばらしいから、他の人と違ってこうなったと思ってしまう。私たちは弱い人たちを見たときに、大切な人として見るべきです。一般の人が見る目とは違う目で見ることです。どうして大切でしょうか。こういった弱さの中にいるのにもかかわらず、ローマ14：15、キリストが彼の代わりに死んだ方だということを忘れてはいけません。エペソ4：3、聖霊が一つにさせたことを守りなさい。私たちが見たときにうまくできている、できていないかのように見えるでしょう。しかし、キリストの中で一つにさせてくださいました。それはどういう意味ですか。かしらとなるキリストの下ではみな一緒です。これが教会ということです。こういうことを言います。エペソ2：19、私は答えられているけれど、他の人たちはまだ弱い。ところが神様の家族と言います。私たちは人間だから、家族でも差別をしたりすることもあります。本来、霊的な家族は、みな一緒ということです。大切だということです。これはどういう意味でしょうか。まだ悟っていない、まだこの場に来ていないけれど、同じ御心をもって神様が呼ばれたということです。どうしてキリストのからだで一つにさせ家族にさせたのですか。私はこの聖書のみことばがとても重要だと思います。キリストは万物を充満させます。復活なさった後、御座に昇られて世界福音化をなさっています。その万物を充満させるイエスで十分なのです。まだ悟っていないだけであってこういう人です。どうして大切ですか。この方を通してキリスト充満なことを世の中に流れるようにさせるために呼ばれた方なのです。私たちが見ると弱いように見えるけれど、神様がそのような計画をもって呼ばれたのです。また、実際にそういった存在として作られました。それを見なければなりません。この人をとおして、イエスのいのちが暗やみに流れていくように呼ばれました。どれほど尊い方でしょうか。この大切なことが分かるから、私が我慢したり耐えたり譲ったりするわけです。この目で見なければなりません。ダビデにはこの心がありました。ですから、教会に対してはこの姿勢が出ることです。仕える姿勢、そういう心です。これはあとで探して読んでみてください。これは道徳的に言っているのではありません。キリストの、イエスの心を持ちなさい。

ピリピ2：1-5です。どういう意味ですか。最高に謙遜です。そして、この謙遜の中から出てくる最高の余裕を持つことです。ダビデの姿は仕える姿です。それはまことの余裕から出てくるものです。この謙遜な思いで余裕を持ったときに分かち合うことができます。ダビデに臨んだ祝福、勝利を分かち合うことです。実際に食卓で食事をすることです。私たちもいつも食卓を囲んで一緒に食事をしましょうという意味ではありません。皆さんが憐れむ心をもって仕えるようになると、お互いに分かち合えることができます。私が今の私になっていることは、私が偉いから今このようになっているわけではありません。伝道ができていのちの運動が起きたとして、私が一生懸命やったからできたことです。私が神様の答え、祝福を受けたのは、たくさん祈ったからですか。いまの私になっていることは、神様の恵みによるものです。そのとき謙遜になり、分かち合える余裕を持つことができます。

また、分かち合えるものの中でいちばん重要なものがあります。それはフォーラムです。フォーラムは何ですか。神様がくださった祝福、講壇の恵みが流れていきます。これがフォーラムが流れていくようにすることです。私が受けたみことばで教えたり誇るのではなく、神の計画、神様が願われることがあります。それが弱い人たちに流れていくように助けてあげることです。ですから、仕える姿勢の中でいちばん重要なことはフォーラムすることです。これをやりながら必要なことが様々できるようになります。教会でこういった弱い人たちのためにお祈りをするのだという憐れむ心を持ったならフォーラムするようになります。神様が恵みをくださって、時刻表に従ってやると思います。私たちは希望の中で忍耐しながら待つことです。そして、ダビデが食事を共にしたように、意見が合ってやるのならば一緒に同行することが重要です。現場に一緒に連れて行ったり、みことばの働きに一緒に連れて行ったり、集会に一緒に参加したり、それが分かち合えることです。それが仕えることです。同行して同伴することです。これが教会において憐れむ心、姿勢です。皆さんが憐れむ人になってください。

まず、皆さん個人の基本があります。この話以前に、私自身が絶対的な幸せを味わうことです。幸せのいちばんてっぺんにいなければいけません。絶対的な幸せです。この中で絶対的な使命が出ることです。これを知るとき絶対的な答えを受けるようになります。これが皆さん個人の基本です。この祝福が分かるものに、これから教会の祝福を味わうようになります。教会の基本はこれです。わたしにくださった祝福と答えが身に余るほどのことだということを分かってください。そうでなくても一生感謝して生きるべきなのに、これはいったいどういうことでしょうか。いつも身に余るなということを思ってください。ですから、それをしまっておくのではなくて、仕えて分かち合うことです。仕えること、愛を材料として、道具として使うことです。それが経済的なものにもなります。この概念の中に献金というものが入っています。ですけれどもいちばん重要なことはフォーラムです。そして、現場の基本があります。基本は何ですか。同じことをやっているかのように見えます。同じ勉強をしているかのように見えます。これが確かな人たちは理由が違います。それが現場の基本です。私は違う理由で伝道します。私は違う理由でこの職場に来ています。私はご飯を作っても他の理由でご飯を作っています。他の理由があるから戦いも違う戦いをするわけです。利害関係の戦いだったり、是々非々の戦いだったり、そういった戦いはしないということです。私たちは霊的な戦いをすることです。憐れみをもって答えをあげる戦いです。ほとんどみな現場で無駄な戦いをして、こういったことを全部逃してしまっているのです。そして、人たちが求める祝福ではなくて、他の祝福のために祈っていくことです。同じことでも答えとして神様がくださるものがあります。ですから、私たちは違う祝福を持ってやることです。霊的なだれも奪うことができない祝福を持ってやるのです。人たちとって祝福だと思っていることが、私たちには道具になります。これだけできると現場に門が開かれます。現場で一生懸命働く以前、それが基本です。なぜならば憐れむ心が私たちの中にあるからです。神様が皆さんを祝福して47都道府県に神の働きを必ず成します。憐れむ心を忘れないでください。神様の願いのために弱い者たちに仕えて分かち合うために与える者だということを忘れないでください。本当のてっぺんの祝福を受けるのであったら、私たちがそれにしがみついて握ろうとすることがありますか。ある面では、それはどうでもいいです。まことの憐みの心を持って余裕をもって勝利するようになってください。
（祈り）
神様感謝します。ダビデの勝利を見ました。勝利に酔いしれず、まことの憐みの心を持ったダビデを見ました。私たちに憐みの心を与えてください。それで最後まで用いられるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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